
正規分布とt検定
情報処理応用（11/2日分）・小鷹 標本調査
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標本調査の流れ
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推定 標本 x母集団の平均値が高い確
率で存在する範囲を同定. 

標本の中の統計量 
（平均・標準偏差など）を調査
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標本がx1のとき、母集団
の平均は、95%の確率で
156.3cm～179.1cmの区
域に入る。

母集団の統計量を推定する
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母集団平均の推定範囲は, 標本の分散に強く依存する. 

（２）正規分布とt分布



正規 
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平均170、標準偏差6の正規分布の累積確率密度は？
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平均値を0、標準偏差を１
に正規化した正規分布

t分布（n=4)
標準正規分布 
（点線）

t分布
自由度  
3

標本（サンプル数n）から推定される母集団平均の確率密
度を分布化したもの. t=0は標本の平均値に相当、t=1は標
本から推定される、標本平均分布の標準偏差（標準誤差）
に相当する. 実際に、母集団平均を推定する場合、累積で
95%の存在区域に相当するt値の範囲が重要な指標となる. 
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t分布は、nが小さいほど、標準正規分布よりも山がつぶれており、95%区間はよ
り広い範囲をとるようになる. nが大きくなるとt分布は標準正規分布で近似可能. 
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t分布は、nが小さいほど、標準正規分布よりも山がつぶれており、95%区間はよ
り広い範囲をとるようになる. nが大きくなるとt分布は標準正規分布で近似可能. 
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中心極限定理
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標本平均分布の平均値は母集団の平均値
と一致し、標本平均分布の散らばり具合
は、母集団の標準偏差よりも小さくなる. 
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偏りのない推定

実際の統計の現場では、特定の標本から中心極限定
理を逆利用して、母集団の平均値の分布を推定する. 
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サンプルサイズnの標本平均を（平均, 標準偏差）＝
（0,1）に正規化したものが「t分布」



t検定

t検定の
考え方

日本人男性の身長の平均値を、特定の値（例えばアメ
リカの男性身長平均値：175cm）と比べる. 

日本の成人男性の平均身
長は175cmである. 

帰無仮説

日本の成人男性の平均身
長は175cmではない. 

対立仮説（両側）

175cmは95%信頼区間に
含まれるため帰無仮説は
棄却されない。そのため, 
対立仮説は支持されない. 
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t検定の
考え方

日本人男性の身長の平均値を、特定の値（例えばアメ
リカの男性身長平均値：175cm）と比べる. 

日本の成人男性の平均身
長は175cmである. 

帰無仮説

日本の成人男性の平均身
長は175cmではない. 

対立仮説（両側）

175cmは95%信頼区間の
外側にあるため、帰無仮
説は棄却され、対立仮説
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t検定の
考え方

日本人男性の身長の平均値を、特定の値（例えばアメ
リカの男性身長平均値：175cm）と比べる. 

日本の成人男性の平均身
長は175cmである. 

帰無仮説

日本の成人男性の平均身
長は175cmより小さい. 

対立仮説（片側）

175cmは95%信頼区間（片
側）の外側にあるため、帰
無仮説は棄却され、対立仮
説が採用される. 
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両側検定の95%信頼区間

片側検定の95%信頼区間

p=0.18（有意差なし）

p<0.1（有意傾向）

[帰無仮説は棄却されない] 
母集団の平均値は 

175cmと等しくない、 
とはいえない

[帰無仮説は棄却されない] 
母集団の平均値は 
175cmより小さい、 
とはいえない

t検定をRで行う（定値との比較）
t.test（ 標本ベクトル , mu = 帰無仮説下での母平均 ,  

alternative = 両側・上側・下側 ）

t検定をRで行う（定値との比較）

両側検定の95%信頼区間

片側検定の95%信頼区間

p<0.01（有意差あり）

p<0.01（有意差あり）

[対立仮説の採用] 
母集団の平均値は 
175cmと等しくない

[対立仮説の採用] 
母集団の平均値は 
175cmよりも小さい

t.test（ 標本ベクトル , mu = 帰無仮説下での母平均 ,  
alternative = 両側・上側・下側 ）

対応のあるt検定

t.test（ ベクトル2 - ベクトル1 , mu = 0 ,  
alternative = 両側・上側・下側 ）

t.test（ ベクトル2, ベクトル1 , paired = TRUE ,  
alternative = 両側・上側・下側 ）

2つの条件で観測値を比較して差があるかどうかを検定する場合、「両者の差
分」を標本ベクトルとして、「0と等しい」の帰無仮説を立てることと同義

p<0.05（有意差あり）

Rでの対応のあるt検定の例


